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DL-8280の 臨床 的検 討

渡辺一功 ・池本秀雄

順天堂大学医学部内科学教室

新 し く第 一製薬研究所 で合成 され たオキサ ジン系の合成抗菌剤であ るDL-8280を 呼吸 器感 染症20例

に投与 し,そ の臨床効果 と剛作用などにつ いて検討 した。

対象 とした症例 は男性5例,女 性15例,年 齢分布 は20歳 よ り77歳(平 均年 齢56歳)に および,疾

患 の内訳は急性気管 支炎9例,気 管 支拡張症4例,急 性篇 桃腺 炎,急 性 咽頭炎,慢 性気管支炎の各2例

お よび肺炎1例 の計20例 である。本剤 の投与方法は全例,1回0.2g, 1日2回 の経 口投与であ り,投

与 日数は最短3日 よ り最長14日 であ り,平 均投与 日数は6.9日,平 均投与量は2.89で ある。

臨床効果 は著効1例,有 効16例,や や有効1例,無 効2例 で,有 効率は85%で ある。疾患別では急

性気管支炎9例 中,有 効8例,無 効1例,気 管 支拡張症4例 中,有 効3例,や や有効1例,急 性編桃腺

炎2例 中,著 効1例,有 効1例,急 性咽頭 炎2例 中,有 効2例,慢 性 気管支炎2例 中,有 効2例 ・肺炎

の1例 は無効である。 細菌学的効果 は13例 に喀痰培養 を試み,起 炎菌 としてH. influenzae 2例,P.

multocidaを1例 に分離 したが,3例 ともに除菌可能であった。

副作用 については本剤投与に よる発疹,発 熱,嘔 気,嘔 吐,下 痢,め まいな どの臨床症 状はな く,臨

床検査値 も調べ得た13例 では異常を認 めない。 本剤 は 呼吸器感染症に も有用な薬剤の一つであると考

えられる。

DL-8280は1980年 に第一製薬研究所 において 新規 に 合成 さ

れた オキサジン系の合成抗菌剤であ り,本 剤 と近縁の 抗菌剤に

は既に市販 され てい るナ リジクス酸,ピ ロ ミド酸,ピ ペ ミド酸,

シノキサ シン,ま た 現在開発中の ミロキサ シン,ノ ルフロキサ

シン,AT-2266な どがあ る。

本剤の構造式はFig. 1に 示す ごとくであ り,in vitroで の

抗菌 力試験の結果,グ ラム陰性のみな らず 陽性の好気性菌 に対

して幅広い抗菌スペ ク トルと 強い殺菌力をもってお り,ま た 嫌

気性菌 に対 して も優れ た抗菌力 を示す といわれ てい る。

今回,我 々は本剤を呼 吸器感染症20例 に使 用す る機会を得た

ので,そ の成績について報告す る。

Fig. 1 Chemical structure of DL-8280

対象ならびに方法

対象患者 は順天堂大学医学部内科および関連病院に入

院ない しは通院 している20例 の呼吸器感 染症患者20例

である(Table 1)。年齢分布 および男女比はTable 1お

よびTable 2に 示す ごとくで,年 齢は20～77歳 で,平

均年齢は56歳,男 女比は男性5例,女 性15例 であ る。

疾患の内訳はTable 3に 示す ごとくで,急 性気管支

炎9例,気 管支拡 張症 に感 染を伴 う4例,急 性 扁桃腺

炎,急 性 咽頭 炎,慢 性 気管支炎各2例,肺 炎1例 の計CO

例で ある。

投与方法 はTable 1に 示す ご とくで,全 症例ともに

DL-8280を1回200mg,1日2回 経 口投与した。授与

日数 は最短3日 よ り,最 長14日 間 で,投 与総量は1.29

か ら5。69で あ り,平 均投与 日数は6.9日,平 均投与量

は2.8gで あった。

臨床効果 の判定は,自 覚症状のほか 白血 球 数,CRP,

赤沈値,胸 部X線 像な どの諸検査成績 と起炎菌の推移な

ども合せて総合的 に判断 した。本剤投与後速やかに起炎

菌 の消失お よび臨床的 に自 ・他覚症状 の改善をみたもの

を著効(Excellent),起 炎菌 の消失 とともに自 ・他覚症

状の改善が3～4日 でみ られ,検 査成績 もかな り改 善 し

た もの を有効(Good),自 覚症状はある程度まで寛解し

たが,治 癒には いた らず,臨 床検査成績 も改善を示 し無

効 とはいえない ものをやや有効(Fair),自 ・他覚症状,

検査成 績 ともに不変 または増悪 した も の を無効(Poor)

とした。

成 績

Table 3に 示 す ごと く呼吸器感染症20例 に本剤を投

与 したが,臨 床効果 は著効1例,有 効16例,や や有効
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Table 2 Age and sex distribution of the patients Table 3 Summary of clinical trials of DL-8280

Table 4 Laboratory findings before and after DL-8280 administration

B: Before treatment, A: After treatment

1例,無 効2例 であ り,有 効率 は85%で あ った。疾患

別では急性扁桃腺炎2例 では著効1例,有 効1例,急 性

咽頭炎2例 では有効2例,急 性気管支炎9例 では有効8

例,無 効1例,慢 性気管支炎2例 は ともに有効,気 管 支

拡張症4例 では有効3例,や や有効1例,肺 炎1例 は無

効 といった成績 であった。細菌学的効果 はTable 1に

示 すご とく,急 性気管支炎5例,気 管 支拡張症4例,慢

性気管 支炎3例,肺 炎1例 の計13例 に起 炎菌 の検 索 を
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試 みたが,症 例5の 気管支拡張症 でP. mscltoeida,症 例

15の 気管支拡張症 と症例19の 慢性気管 支 炎 でH. in-

fluenzaeを 喀痰 よ り分離 し,本 剤 の投与 によ り連やかに

起 炎菌 の消失 と臨床症状の改善 をみた。

副 作 用

本剤 の投与 のため と思われる 発 疹,発 熱,嘔 気,嘔

吐,下 痢 および めまい感は全例 に認 められなかった。

本剤 投与蘭後 の13例 の血液 生化学的検査,末 梢 血 液

検査所見はTable 4に 示すが,特 配すべ き異常検査値は

認め られ ない。症例6の アルカ リフオスファターゼ値の

上昇は基礎疾患 に肺癌があ り,肝 転移,骨 転移 を伴 って

お り,本 剤 によるものは考え られ ない。

考 按

DL-8280は1980年 に 第一製薬研究所 にお いて新規に

合 成 され たオ キサ ジン系の合成抗菌剤 であ り,in vitro

の抗菌力試験 の結果,本 剤 はグラム陰性 のみな らず陽性

の好気性 菌に対 して も幅広 い抗菌力 と殺菌力 をもってお

り,ま た嫌気性菌に対 して も優れた抗菌力 を示す ことが

確認 され て い る1)。Pseecdemonas azeruginosaに 対 して

は,ノ ル フロキサシ ンにはやや劣 るが.ピ ペ ミド酸より

は強 く,Pseudomonas multophilia, Pseudiomonas cepa-

cia, Actnetobacterに 対 して もよい 抗菌力を示すことが

特徴 である。

また,本 剤 は単 に尿路感 染症 のみな らず,呼 吸器感染

症,胆 道感 染症 に も奏効 し,と くにStreptococcus fauca-

lisに よい点 も注 目されてい る2)。本剤 については,第30

回 日本化学療法学 会四 日本 支部総 会にお いてシンポジウ

ムが あ り,2,717例 について箸効。有効 あわ せて有効率

82,6%で ある ことが発 表されている1)。

今回,我 々は20例 の呼吸器感 染症症例に本剤 を投与

し,有 効 以上17例,有 効率85%の 成績 を得たが,本剤

は呼吸 器感 染症に も有用な抗菌剤の一つ と考えられ,今

後の検討が望 まれ る ところであ る。
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CLINICAL STUDIES IN RESPIRATORY INFECTIONS DISEASE

KAZUYOSHI WATANABE and HIDEO IKEMOTO

Department of Internal Medicine, Juntendo University School of Medicine

DL-8280, a newly developed oral antibacterial agent, is a new nalidixic acid analog.

DL-8280 has a broader spectrum and more potent antibacterial activity than other drugs of
the nalidixic acid type. DL-8280 has higher antibacterial activity against grain-negative

bacteria including Pseudomonas aeruginosa than gentamicin.
DL-8280 was used in the treatment of 20 cases of respiratory infectious disease : 9 cases of

acute bronchitis, 4 cases of bronchiectasis, each 2 cases of acute tonsillitis, acute pharyngitis
and chronic bronchitis, and one case of pneumonia. DL-8280 was administered orally at a

dose of 200 mg twice daily for 3 to 14 days and results obtained were excellent in one case,

good in 16 cases, fair in one case and poor in 2 cases.
Adverse reaction such as drug eruption, drug fever, nausea, vomiting, diarrhea and diz-

ziness were not observed.

From the above clinical experience, DL-8280 would be a clinically usefull drug against
respiratory infectious disease and is worth further studies .


